





















































































































内容 (平成元年版以降は ｢ねらい及び内容｣) 行事一二関する記述 指導の視点
昭和三十九 健康､社会､自 第二章 内容 第三章 指導及び指導計画作成上の留
年版 然､言語､音楽 ｢社会｣ 意事項
リズム､絵画製 三 身近な社会の事象に 指導上の一般的留意事項




･において国旗に親しむ○ 行事や全国的な行事などについては､その教育的価値をじゆうぶん検討し適切なものを精選すること○また､国民 祝日などについては､幼児の心身の発達の程度 応 ､その意義を理解させ＼それ 親しみをもたせるようにすることo
平成元年版 健康､人間関 第二章 ねらい及び内容 第三章 指導計画作成上?留意事項
係､環境､言 ｢環 境｣ 特に留意する事項
葉､表現 (十) 幼椎園内外の行 (六) 行事の指導に当たつては､幼稚
事 において国旗に親 し 園生活の自然な流れの中で生活に変化
むo や潤いを与え､幼児が主体的に楽しく活動できるようにすることoなお､それぞれの行事についてはその教育的価値を十分検討し適切なものを精選 幼児の負担にならな ようにすることo
平成十年版 健康､人間関 第二章 ねらい及び内容.第三章 指導計画作成上の留意事項
係､環境､言 ｢環境｣ 特に留意する事項
葉､表現 (十一) 幼稚園内外の行 (四)行事の指導に当たつては､幼稚園
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四 r保育要領 (試案)jは､幼稚園･保育所 ･家庭における保育全般に関する手引書という性格を有
していた｡

















十前掲 r保育要領 (試案)』｢まえがき｣による｡なお､ ｢七 家庭と幼稚園｣でも小学校との連絡に
触れ､就学前の教育と､就学後の教育とは､ともに一貫した目的と方法とを持たなければならない
_=とを書き添えるにとどめておく､と述べている.
+一前掲 『幼稚園教育要領』(平成十年告示)｢第三章 指導計画作成上の留意事項 ～一般的な留意
事項～｣｡
十二中央教育審議会 ｢初等中等教育と高等教育との接続の改善について (答申)｣ 第二章 初等中等
教育の役割 平成十一年十二月十六日｡同答申では､幼児期から初等中等教育を一貫してとらえて
各学校段階間の連携を一層強化±-i,ための指針として､カリキュラムの一貫性や系統性の確立の必
要性に言及している｡
十三 ｢同前書｣｡
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